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日本人 比較文化論 木村（春期）・吉田（秋期） 
留学生 口頭・文章表現Ⅱ 望月（春期）・阿部（秋期） 





















































日本語語彙論入門／文字・表記論入門 早津 ：10 
留学生 口頭・文章表現Ⅱ 阿部（春期）・望月（秋季） 
授業科目 授 業 題 目 開講学期 単位 担当 
地域基礎 1A（日本 1） 
近代日本のアジア観 
―〈南方・南洋〉をめぐって 
春期 2 大久保 
地域基礎 1A（日本 2） 
An introductory overview of Japanese 
politics 
春期 2 春名 
地域基礎 2A（日本 1） 近現代日本史「知識」の批判的分析 春期 2 木村 
地域基礎 2A（日本 2） 日本の都市と建築 秋期 2 中尾 
地域基礎 2A（日本 3） 日本史入門 秋期 2 ポーター 
地域基礎 2A（日本 4） 近代日本の文化と社会 春期 2 友常 
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春期 2 望月  
講義 
Survey of Japanese Grammar 
with Comparative Perspective 
from English 
秋期 2 望月  
日本言語研究 
講義 現代語文法 春期 2 川村 地域言語論と共通 
講義 文法史 秋期 2 川村 
地域言語論・国語
科教育法Ⅰと共通 
講義 現代日本語の語彙・意味 春期 2 丸山  
講義 コーパス日本語学入門 秋期 2 丸山  
演習 日本語史研究 1 春期 2 川村  
演習 日本語史研究 2 秋期 2 川村  
演習 文法と語彙 春期 2 早津  








秋期 2 望月  
演習 日本語の第二言語習得演習 1 春期 2 海野  
演習 日本語の第二言語習得演習 2 秋期 2 海野  
言語学 
特殊研究 












演習 言語学演習 春期 2 風間  
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３－２．グローバルコミュニケーションコース 










Introduction to Japanese 
Language Education in the 
Era of Globalization 
秋期 2 櫻井  
日本語教育学
概論 




秋期 2 阿部  
日本語教育学
研究 
講義 日本語の第二言語習得論 春期 2 海野  
講義 日本語教育のための音声教育実践 春期 2 阿部  
講義 日本語の第二言語習得入門 秋期 2 海野  




演習 語用論と日本語教育 1 春期 2 谷口  
演習 日本語教育学演習 春期 2 阿部  
演習 日本語教育学演習 秋期 2 阿部  
演習 日本語の第二言語習得演習 1 春期 2 海野  
演習 日本語の第二言語習得演習 2 秋期 2 海野  
 
３－３．総合文化コース 





担当 備 考 
総合文化研究
入門 
講義 日本文化研究入門 秋期 2 柴田  
日本文化研究 
講義 日本文学と他界 春期 2 柴田 日本文学と共通 
講義 日本古典文学 1 春期 2 村尾 日本文学と共通 
講義 日本古典文学 2 秋期 2 村尾  
講義 近現代日本の文学と文化的社会的背景 春期 2 坂東  
講義 近現代日本文学 1 春期 2 セン 日本文学と共通 
講義 近現代日本文学 2 秋期 2 セン 日本文学と共通 
演習 近代文学演習 春期 2 柴田  
演習 近代文学演習 秋期 2 柴田  
演習 日本古典文学 1 春期 2 村尾 日本文学と共通 
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３－４．地域社会研究コース 





担当 備 考 
日本地域研究 








春期 2 友常 
日本地域社会
論と共通 






春期 2 嶋 
日本地域社会
論と共通 
講義 日本の古文書を読む 秋期 2 滝口 
日本地域社会
論と共通 
講義 現代日本経済史 秋期 2 河村 
日本地域社会
論と共通 






春期 2 ポーター  
演習 幕末・維新期大阪の都市社会史 秋期 2 ポーター  
演習 日本の伝統社会を考える 春期 2 吉田  
演習 日本の伝統社会を考える 秋期 2 吉田  
演習 近代日本社会とマイノリティⅠ 春期 2 米谷 
日本文化論と
共通 
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2018年度修士論文・修士研究題目 
List of M.A. Theses/Projects 2018-2019 
 
大学院総合国際学研究科 博士前期課程 
氏 名 指 導 教 員 論 文 題 目 備考 
言語文化専攻 言語・情報学研究コース 




世界言語社会専攻 言語文化コース   
佐 田  陸 風間  伸次郎 
西フリジア語における完了形の助動詞 hawwe / wêze の選択に関す
る研究 
＊ 
中 村  京 介 風間  伸次郎 長崎県五島宇久島野方方言の文法概説 ＊ 
橋 本  直 樹 風間  伸次郎 トルコ語の補助動詞 –Iver について ＊ 








セ ン  メ ン ジ ェ 望 月 圭 子 コーパス分析による日本語複合動詞「～こむ」の用法と習得 ＊ 
フ ァ ム  テ ィ  
タ イ ン タ オ 
望 月  圭 子 ベトナム語からみた日本語のアスペクト複合動詞 ＊ 





泉 田  浩 子 吉田  ゆり子 近世日本における東北アジア認識 ＊ 
テ イ  コ ウ ク ン 吉田  ゆり子 近代日本におけるモンゴル認識－美術・音楽を素材に－ ＊ 
国際日本専攻 国際日本コース 




南 井  美 香 阿 部  新 言語聴覚療法を用いた日本語音声指導の実践 ＊ 








朝 久  弘 崇 海 野  多 枝 英語を母語とする上級日本語学習者の助数詞「本」の習得 ＊ 
紺 屋  洋 亮 海 野  多 枝 語彙のネットワークから見たポーランド人日本語学習者の語彙学習   
＜彙報＞2018 年度修士論文・修士研究題目 
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サ ブ ナ リ  
ハ ジ ミ  プ ト リ 




ゴ  シ キ 川 村  大 受身表現に相当する機能動詞結合に関する考察 ＊ 
シ ュ ウ  ゲ ン 川 村  大 話し言葉における受身文の日中対照研究―その使用条件を中心に― ＊ 
ロ ジ ク リ エ バ  
ジ ェ ネ ッ ト 




ジ ェ マ エ フ  
ラ ヒ モ ナ リ 
川 村  大 日本語とウズベク語の受身文の対照研究   
リ  ギ ョ ウ セ イ 楠 本  徹 也 日本語におけるノダ文及び対応する中国語表現について ＊ 








栗 山  直 樹 柴 田  勝 二 村上春樹作品における「やれやれ」の変遷について ＊ 
タ イ  イ エ ツ 柴 田  勝 二 村上春樹作品における「分身」の象徴性   
サ イ  ギ ョ ウ イ 柴 田  勝 二 村上文学における神話的叙述一考―作品が語る冒険から見る自我構築 ＊ 
チ ャ ラ ゴ ヴ ァ  
マリア ペトロヴァ 

















ポ パ  ア ン ト ン 
ミハイ 




石 本 暉 乃 友 常  勉 内村鑑三における義   
鴨  美 和 子 友 常  勉 三越百貨店の学俗協同についての考察   
ム ジ ャ ワ ル  
アフリン シャービル 




船 戸  雅 也 友 常  勉 石田梅岩の思想における開悟と儒教的コスモロジー   
ヨ ウ  シ ウ 中 井  陽 子 日本語の口頭発表におけるフィラーに対する評価 ＊ 





- 95 - 




ｳｨﾓﾝｻﾗｳｫﾝ ｱﾊﾟﾎﾟｰﾝ 中 井  陽 子 日タイ接触場面の日本語会話における言いさし発話の分析 ＊ 
石 丸  舜 花 薗  悟 日本語条件文の習得について～英語母語話者の「たち」を中心に～   
折 田  知 之 早津  恵美子 日本語表記の多様性 ＊ 
井 澤  弘 子 早津  恵美子 へノ格についての一考察 ＊ 
小 林  ゆ か り 早津  恵美子 格助詞と接続助詞の連続性―「のが」を中心に― ＊ 
























二 階  健 次 村 尾  誠 一 雲玉和歌抄とその時代； 人物と詞書にみる中世和歌の一齣 ＊ 

















＊については、p. 96 以降に修士論文要旨を掲載 
  
＜彙報＞2018 年度修士論文・修士研究要旨 
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2018年度修士論文・修士研究要旨 
Abstracts of M.A. Theses/Projects 2018-2019 
 
佐田 陸（サタ ヒトシ） 「西フリジア語における完了形の助動詞 hawwe / wêze の選択
に関する研究」 
本稿では，西フリジア語の完了助動詞 hawwe / wêze の選択の原理的説明を試みる．調
査では，KNAW (Koninklijke Nederlandse Akademie van Wetenschappen) 作成の，西フ
リジア語の話し言葉コーパスである Korpus Sprutsen Frysk (以下，KSF) を使用し，完了
形を含む用例を収集した．KSF は，総語数 650,000 語 (総計 65 時間) の話し言葉を書き
起こしたものである．得られたデータを，主に Lieber and Baayen (1997) がオランダ語の
助動詞選択に関して提案した [IEPS] 素性を用いて分析し，西フリジア語の助動詞選択の





中村 京介（ナカムラ キョウスケ） 「長崎県五島列島宇久島野方方言の文法概説」 
本論文では、長崎県五島列島宇久島野方方言 (以下、野方方言) の文法の概要を、記述言
語学の立場から明らかにした。第 1 節では、本研究の導入として、言語の概要と本研究の
概要を示した。第 2 節では、野方方言の音韻論についての概説をおこなった。第 3 節では、
これ以降の文法記述に必要な単位や概念の導入をおこなった。第 4 節から第 6 節では、野
方方言の名詞形態論、動詞形態論、形容詞形態論をそれぞれ概説した。第 8 節では、連体
詞・間投詞・副詞の記述をおこなった。第 9 節では、品詞転換を起こす派生接辞の記述を
おこなった。第 10 節と第 11 節では、名詞句の構造と述語句の構造をそれぞれ示した。第
12 節では、野方方言の構文的特徴を記述した。第 13 節では、複文の記述をおこなった。第
14 節では、意味・談話の面から野方方言の文法記述をおこなった。 
 
橋本 直樹（ハシモト ナオキ） 「トルコ語の補助動詞 -(y) Iver について」 
本論文では、トルコ語の補助動詞の内の一形式 -(y) Iver について扱う。まず補助動詞 
-(y) Iver の意味、形態統語的側面について調査を行い、さらに文法化の度合いという枠組
みで、他の補助動詞との相対的な位置づけを明らかにした。 
 先行研究では、-(y) Iver が表す恩恵性の意味については記述されていないものもある。
さらに、否定接辞に前接する例と後接する例が見られるが、その使い分けは不明瞭である。 
上記の 2 点を明らかにするため、まず-(y) Iver の意味・統語的不安定さに着目した二つの
調査を行い、補助動詞 -(y) Iver の表す機能は本動詞の種類によって影響を受けることを示
した。 
＜彙報＞2018 年度修士論文・修士研究要旨 
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テイ コウクン 「近代日本におけるモンゴル認識－美術・音楽を素材に－」 
本論文は日清戦争以降の北東アジア地域の社会情勢を入れながら、美術・音楽という視
＜彙報＞2018 年度修士論文・修士研究要旨 







南井 美香（ミナイ ミカ） 「言語聴覚療法を用いた日本語音声指導の実践」 
本研究は日本語非母語話者である学習者の単音の誤りに焦点を当て，言語聴覚士が行う
言語聴覚療法の考えに基づいて，その手順・手法を用い，検査，評価，訓練を行った。調

























































李 曉晴（リ ギョウセイ） 「日本語におけるノダ文及び対応する中国語表現について」 


































































チャラゴヴァ マリア ペトロヴァ 「夏目漱石の『こころ』とドストエフスキーの『白
痴』における愛のかたち」 
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徴を明らかにすることである。第 1 章では研究の目的・研究対象を述べ、第 2 章では先行
研究の問題点について述べた。第 3 章では中国語の二字形容詞と同形である日本語の二字




















葉 綺晴（ヨウ キセイ） 「中国語を母語とする日本語学習者の助数詞習得に関する研
究 －「つ」・「個」のとらえ方を中心に－」 
本研究では、アンケート調査とフォローアップ・インタビューを通して、中国語を母語








































































らない場合、ⅰ 異なる語種による表現の重層化、ⅱ 発話・発音、ⅲ 対象の特定化、ⅳ 対
訳といった役割を果たしていることを述べた。 
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2018年度卒業論文・卒業研究題目 
List of B.A. Theses/Projects 2018-2019 
 
氏 名 指 導 教 員 論 文 題 目 備 考 
言語文化学部 言語・情報コース 




勝 又  実 紀 風間  伸次郎 
フランス語における quand 節の半過去について 
―コーパス調査に基づく結果から― 
*フランス語 
川 嶋  圭 風間  伸次郎 ハニ語における形容詞の連体修飾について *中国語 
紅 林  初 音 風間  伸次郎 テモラウのトルコ語における対応形式の分析 * 
シ  エ ン 風間  伸次郎 中国語の二音節動名兼類語について * 
髙 橋  新 風間  伸次郎 山梨県国中方言における動詞接辞「サル」について * 
髙 橋  怜 那 風間  伸次郎 宮崎県日向方言におけるコッセンについて *ラオス語 
高 松  良 弥 風間  伸次郎 宮城県仙台方言のテンス・アスペクトと体験性 *英語 
遠 山  綾 香 風間  伸次郎 イタリア語の前置詞句における冠詞の有無について *イタリア語 





中 村  真 子 風間  伸次郎 接尾辞「ぽい」の用法の拡大について *英語 
西 村  有 美 子 風間  伸次郎 ノルウェー語における性・数の不一致について *英語 
服 部  優 花 風間  伸次郎 テ形補助動詞の相互承接可能性 * 
原  明 海 風間  伸次郎 サラール語の所有表現について * 
松 前  美 紗 都 風間  伸次郎 主題提示『って』の許容度について *英語 









ア ッ ト 




オ ウ  シ メ イ 早津  恵美子 オタク構文について言語学的研究 * 
加 藤  萌 早津  恵美子 役割語としての自称詞・他称詞―漫画作品を対象に― * 
ゲン  イリュウ 早津  恵美子 日中同形異義語の比較―誤用分析― * 
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言語文化学部 グローバルコミュニケーションコース 




















ア シ フ ァ ー 
ラ ー マ ー 
フ ェ ル ヤ テ ィ 
海野  多枝 インドネシアにおける日本語学習者のビリーフ調査 
* 




















宮 下  優 奈 海野  多枝 JSL 児童のアイデンティティの実態 *アラビア語 
ラ イ リ ア 
ヌ ー ル 
サ フ ィ ト リ 
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言語文化学部 総合文化コース 
駒 林  風 真 柴 田  勝 二 詩集『無題』 *ロシア語 
佐 々 木  美 聡 柴 田  勝 二 歌集『おやすみを言う前に』 *ポーランド語 
島 浦  凌 栄 柴 田  勝 二 小説『思う』 *チェコ語 
白 木  知 美 柴 田  勝 二 安部公房作品と実存主義の関係性 *ロシア語 
露 木  桃 子 柴 田  勝 二 村上春樹作品における中国と東アジア *ロシア語 
中 村  千 沙 都 柴 田  勝 二 小川洋子作品における記憶と身体について *ドイツ語 
根 本  真 吾 柴 田  勝 二 輸入文化としての日本のヒップホップ *英語 
国際社会学部 地域社会研究コース 
有 村  将 大 吉田  ゆり子 
近世木下河岸を巡る河岸問屋と村との利害対立―寛
政 2 年の村方騒動を事例として― 
*中国語 
カ  ゼ ン 吉田  ゆり子 近代日本の産業―マッチ産業の展開と海外貿易― * 





















マ ル コ 
モ ン テ ネ グ ロ 
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ゾ  イ ン ソ ン 米谷  匡史 ガラパゴス化する日本の ICT 産業とその要因  
野 坂  妃 菜 子 米谷  匡史 外国人受け入れの変遷と日本の姿勢 * 
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2018年度卒業論文・卒業研究要旨 






トに VP1-VP2・VP2-VP1 の文を提示し、VP2-VP1 が言えるかどうかを判断していただく
2 つの調査を行い、調査結果をもとに、動詞句入れ替えが許容される場合・許容されない場
合の VP1, VP2 の動詞の特徴を考察した。更に、調査 1・調査 2 を経て疑問に感じた点を調
べる追加調査も行った。 
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す従属節では動名詞接辞 -sh と bilan による形が多く用いられ、形動詞接辞 -gan と bilan
による形は譲歩を表す機能として用いられる傾向にあることを明らかにした。加えて、動
詞が持つ限界性が -sh bilan による時を表す従属節の使用可否を分けている可能性を考察
した。 
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松前 美紗都（マツマエ ミサト）「主題提示『って』の許容度について」 
本稿では、「って」が持つ用法のうち、主題提示用法に注目し、大学生を対象に許容度の






了源 康平（リョウゲン コウヘイ）「アラビア語カイロ方言の動詞 ʕirif の現在テンスに
おける用法」 
本稿は、アラビア語カイロ方言の動詞 ʕirif「知る」の能動分詞形 ʕaarif と Ø- 接頭辞活
用形 yiʕraf の使い分けについて考察した。カイロ方言で書かれた小説中から ʕirif を含む文






























































































による BALLI 質問紙を自ら翻訳したインドネシア語版を用いて行った。BALLI 質問紙は 7






























構成概念の 7 つの局面を用いて考察した。結果、4 つの期間で学習意欲は変動し、留学が学
習意欲の向上・低下要因に影響を与えていることが明らかになった。ここから、異文化適
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が誘拐された日を境に彼の生活は一変する。 
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 『日本研究教育年報』23 号をお届けします。電子出版となり 2 号目です。電子出版であ
ることが認知され、そのメリットが生かされ、多くの場所からこの雑誌に載せられた論文
が参照されることを願っております。 










2019年 3月 『日本研究教育年報』編集委員会 
 
編集委員    村尾誠一（編集長・日本文学） 
                           望月圭子（言語学） 
                           阿部新（日本語教育学） 
                           木村正美（国際関係論） 
＜彙報＞投稿規定 
- 126 - 
投稿規定 








組版は横組みを基本とし、仕上がり紙面は、「1 ページ＝40 字×36 行、余白＝上：35mm、
下・右・左：30mm」（禁則処理 ON）とします。なお、句読点は「。」「、」を原則とします。 
３．投稿原稿の種類と分量は、次の基準によるものとします。 
論      文：仕上がり紙面 18ページ（400字づめ原稿用紙 65枚相当）以内 
研究ノート：仕上がり紙面 12ページ（400字づめ原稿用紙 40枚相当）以内 
実 践 報 告：仕上がり紙面 12ページ（400字づめ原稿用紙 40枚相当）以内 
短      信：仕上がり紙面  6ページ（400字づめ原稿用紙 20枚相当）以内 
４．投稿の際に提出するもの 













 投稿の締め切り日は、毎年 9月末日です。 
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